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デイホーム「風のさんぽ道」 

指定地域密着型サービス単独型認知症対応型通所介護事業所 運営規程 

指定地域密着型サービス単独型認知対応型通所介護 

指定地域密着型サービス単独型介護予防認知症対応型通所介護事業所 運営規程 

指定地域密着型サービス単独型介護予防認知対応型通所介護 
 
（事業の目的） 
第１条 特定非営利活動法人風の詩が開設するデイホーム「風のさんぽ道」指 
  定地域密着型サービス単独型認知対応型通所介護事業所・指定地域密 
   着型サービス単独型介護予防認知対応型通所介護事業所（以下「事業所」 
   という。）が行う指定地域密着型サービス単独型認知対応型通所介護事 
   業の事業・指定地域密着型サービス単独型介護予防認知対応型通所介護 
   事業の事業（以下「事業」という。）の適正な運営を確保するために人 
   員及び管理運営に関する事項を定め、事業所の生活相談員、看護職員、 
   介護職員（以下「生活相談員等」という。）が、要介護状態又要支援状 
   態にある認知症高齢者に対し、適正な認知対応型通所介護を提供するこ 
   とを目的とする。 
 
 
（運営の方針） 
第２条 事業所の生活相談員等は、利用者の心身の状況等を踏まえて、可能な 
  限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営む 
   ことができるよう、必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことに 
   より、利用者の社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに利用者 
   の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図るものとする。 
 
 
（事業所の名称等） 
第３条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次の通りとする。 
      一 名 称 デイホーム「風のさんぽ道」 
      二 所在地  栃木県佐野市田沼町４９８番地８ 

三 施設長 須永陽美 
 
（従業者の職種、員数及び職務の内容） 
第４条 事業所に勤務する従業者の職種、員数及び職務の内容は次の通りとす 
   る。また、緊急などの場合連携して行う。 
      一 管理者 １名 
             管理者は、デイホーム「風のさんぽ道」の従業者の管理及 
        び業務の管理を一元的に行う。 
      二 生活相談員 １名 
             生活相談員は、相談援助等の生活指導や通所介護計画を作 
        成する。 
      三 看護職員及び介護職員 看護師及び准看護師 １名  
                               介護職員 ７名（常勤・非常勤兼務含） 
             看護職員及び介護職員は、必要な日常生活上の世話を行う。 
      四 事務職員 １名（管理者と兼務）必要な事務を行う。 



 - 2 -

（営業日及び営業時間） 
第５条 事業所の営業日及び営業時間は、次のとおりとする。 
      一 営業日 月曜日、火曜日、水曜日、木曜日、金曜日とする。但し、

デ イ ホ ー ム 「 風 の さ ん ぽ 道 」 が 都 合 に よ り 指 定 し た 日      
 は休みとする。 

      二 営業時間 午前９時００分～午後５時００分までとする。 
                                       
 
（定員） 
第６条 利用定員は、１２名以下とする。 
 
（事業の内容及び利用料その他の費用の額） 
第７条 当事業の内容は次のとおりとし、事業所が提供した場合の利用料の額 
   は、厚生労働大臣が定める基準によるものとし、当事業が法定代理受領 
   サービスであるときは、その１割の額とする。 
     一 生活相談（認知症介護に関する相談・生活支援に関する調整など） 
     二 入浴サービス(一般浴) 
   三 個別機能訓練費 
     四 送迎サービス 
   五 若年性認知症利用者受入加算 
   六 サービス提供体制強化加算 Ⅱ 
   七 介護職員処遇改善加算 Ⅰ 

  八 介護職員等特定処遇改善加算 Ⅱ 
  九 介護職員等ベースアップ等支援加算 
    ※ただし、令和６年６月より上記の七～九は、介護職員等処遇改善 

加算Ⅰに変更になります。 

（１）利用料金 

   １日あたりの自己負担額は、下記金額の１割、２割、３割となります。 

   詳細については、介護保険負担割合証並びに介護保険負担割合証を、確 

認させて頂きます。 

  ① 認知症対応型通所介護利用                   

 

 

１日あたりの利用料金 

 ５～６時間未満 

１日あたりの利用料金 

６～７時間未満 

１日あたりの利用料金 

  ７～８時間未満 

要介護度１    ￥８５８０    ￥ ８８００  ￥  ９９４０ 

要介護度２    ￥９５００    ￥ ９７４０  ￥ １１０２０ 

要介護度３    ￥１０４００    ￥１０６６０  ￥ １２１００ 

要介護度４    ￥１１３２０    ￥１１６１０  ￥ １３１９０ 

要介護度５    ￥１２２５０    ￥１２５６０  ￥ １４２７０ 

      

  ② 介護予防認知症対応型通所介護利用 

 

 

１日あたりの利用料金 

 ５～６時間未満 

１日あたりの利用料金 

６～７時間未満 

１日あたりの利用料金 

  ７～８時間未満 

要支援１    ￥７４１０    ￥ ７６００  ￥  ８６１０ 

要支援２    ￥８２８０    ￥ ８５１０  ￥  ９６１０ 
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 ※①及び②の利用料以外にも、３～４時間未満、４時間～５時間未満の利用 

料金設定もあります。必要に応じて、ご説明させて頂きます。 

 

 ③ 入浴費 

   介助浴１回あたり ￥４００  

※但し、介護保険適用時の自己負担額は ￥４０ です。 

 

 ④ 昼食材料費 

   １食あたり ￥７００（全額自己負担） 

 

 ⑤ 個別機能訓練費  

   １回あたりの心身機能訓練 ￥２７０ 

   ※但し、介護保険適用時の自己負担額は ￥２７です。 

  

 ⑥ 延長加算 

   通常時間より利用した場合の費用 

    １時間未満 ￥５００ 

   ※但し、介護保険適用時の自己負担額は、 ￥５０です。 

    ２時間未満 ￥１０００ 

   ※但し、介護保険適用寺の自己負担額は、￥１００です。 

 

 ⑦ 上記の他に、サービス提供体制加算１８円（1 回利用につき）が適応され

ます。（サービス提供体制加算Ⅱとは、介護職員の総数のうち、介護福祉

士が占める割合が 50％以上配置され対応している体制の料金です）さら

に、介護職員処遇改善加算Ⅱ（介護保険対応のサービス利用料×17.4％）

などが加わります。 

    

  ⑧ 若年性認知症の方の場合（４０歳から６４歳までの認知症の方）   

   は、若年性認知症利用受入対応加算６０円（1 回利用につき）が加  

   算されます。 

 

 ⑨ その他 

   上記の他、おむつ代、レクリエーションにかかる費用等は自己負担  

   となります。また、当事業所の提供される便宜のうち、日常生活におい 

   ても通常必要となるものに係る費用であり、その利用者に負担させるこ 

   とが適当と認められる費用は、その実費を徴収する。 
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 第二項から第六項の費用の支払いを受ける場合には、利用者又はその家族に
対して事前に文書で説明をした上で、支払いに同意する旨の文書に署名（記名
押印）を受けることとする。 
 
（通常の事業の実施地域） 
第８条 通常の実施地域は、佐野市とする。 
 
（サービス利用に当たっての留意事項） 
第９条  サービス利用に当たっては、次のことに留意する。 
    １ 入浴について 
      入浴希望の際は、朝のうちに申し出て介護職員の指示に従うものとす 
    る。 
  ２ 身体的拘束等の適正化の推進 
    一 利用者または他の利用者等の生命または身体を保護するため緊急 

やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を行ってはならない。 
    二 身体的拘束等を行う場合には、その態様および時間、その際の利

用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記録しなければ
ならない。 

 
（緊急時における対応法方） 
第１０条 生活相談員等は、当事業者の事業を提供中に、利用者の病状に急変、 
    その他緊急事態が生じたときは、速やかに主治医に連絡する等の措置 
    を講ずるとともに、管理者に報告しなければならない。 
 
（非常災害対策） 
第１１条 当事業所は、非常災害に関する防災マニュアルを策定し、防火管理 
    者を配置する。 
    また、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービス

の提供を継続的に実施するための、および非常時の体制で早期の業務
再開を図るための計画（業務継続計画）による対策を実施する。 

 
（その他運営に関する重要事項） 
第１２条 事業所は、従業者の資質の向上を図るための研修の機会を次のとお 
   り設けるものとし、また、業務体制を整備する。 
      一 採用時研修  採用後１か月以内 
      二 継続研修   年１回 
     ２ 従業者は業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持する。 
     ３ 従業者であった者に、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を 
      保持させるため、従業者でなくなった後においてもこれらの秘密を保 
    持するべき旨を、従業者との雇用契約の内容とする。 
     ４ この規程に定める事項の外、運営に関する重要事項は特定非営利活 
   動法人風の詩と事業所の管理者との協議に基づいて定めるものとす  
   る。 

       附 則 
      この規程は、平成１５年 ８月１日から施行する。 
   この規定は、平成１７年２月２８日から施行する。 
   この規定は、平成１７年１０月１日から施行する。 
   この規定は、平成１８年 ４月１日から施行する。 
   この規定は、平成２１年 ４月１日から施行する。 

この規定は、平成２４年 ４月１日から施行する。 
この規定は、平成２５年１１月５日から施行する。 
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この規定は、平成２６年 ４月１日から施行する。 
この規程は、平成２７年 4 月１日から施行する。 
この規定は、平成２８年 ８月 ９日から施行する。 
この規定は、平成３０年 4 月 1 日から施行する。 
この規定は、令和 ３年４月１日から施行する。 
この規定は、令和 ５年４月１日から施行する。 
この規定は、令和 ６年４月１日から施行する。 
この規定は、令和 ７年４月１日から施行する。 


